















なか むら のり ひ乙
中村紀彦
医学博士
第 8 582 号
平成元年 3 月 24 日
医学研究科生理系専攻








































2. げ、っ歯類の培養細胞中にヒト染色体を 1 本だけ持つ雑種細胞におけるヒト染色体の検討
5 番染色体， X染色体をげっ歯類の培養細胞の中に 1 本だけ持つ雑種細胞で=検討した。いずれの染色





素EcoR 1 で切断後， ヒトの内在性レトロウイルスの LTR をプロープとしたサザ、ンハイブリダイゼーシ
ョンを行なうことにより， 18-22番染色体について固有のバンドのパターンを得た。
2. 乙の方法は，げっ歯類の培養細胞の中にヒト染色体を 1 本だけ持つ雑種細胞におけるヒト染色体の検
討に有用であることを示した。
論文の審査結果の要旨
ヒトのゲノム中には数百コピー存在するような内在性レトロウイノレスの LTR がある。本研究は，乙れ
らの LTR を染色体上の特定領域へ位置づける方法を示したものである。乙の方法により，ヒトのある種
の癌や遺伝病などの疾患あるいは細胞分化などにおいて，内在性レトロウイルスがどのように関わってい
るかを染色体レベルで解き明かす有力な手段となり得る可能性が示され，また，ヒト染色体を少激含むげ
っ歯類の細胞におけるヒト染色体を検討することにも応用できることも明らかにされた。
乙れらの知見を基に，染色体研究の発展が大いに期待されるので，本研究は博士論文として値あるもの
である。
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